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記
憶
に
新
し
い
、
２
０
２
４
年

の
１
月
１
日
、
元
日
の
能
登
半
島

地
震
か
ら
、
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

30
年
以
内
に
南
海
大
地
震
が
い

つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
香
川
県

で
発
覚
し
た
「
水
道
の
耐
震
化
率
」

の
問
題
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
国
土
交
通
省
は
上
下
水
道
施

設
の
耐
震
化
状
況
を
点
検
し
、
２

０
２
４
年
11
月
に
そ
の
結
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
今
回
の
点
検
は
、

「
重
要
施
設
（
災
害
拠
点
病
院
、

避
難
所
、
警
察
、
消
防
、
県
・
市

庁
舎
等
）
に
接
続
す
る
上
下
水
道

管
」
と
「
急
所
施
設
」
（
図
参
照
）

が
対
象
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
接
続
す
る
上
水

道
管
の
耐
震
化
率
は
、
香
川
県
が

全
国
平
均
よ
り
４
ポ
イ
ン
ト
低
か
っ

た
。
（
表
１
参
照
）

上
水
道
の

各
急
所
施
設
の
耐
震
化
率
は
、
浄

水
施
設
を
除
い
て
皆
全
国
平
均
よ

り
低
か
っ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、

重
要
施
設
に
接
続
す
る
上
水
道
・

下
水
道
の
両
方
が
耐
震
化
さ
れ
て

い
る
の
は
、
全
国
平
均
15
％
に
比

べ
て
０
％
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
し

た
。
（
表
２
）

病
院
や
避
難
所
は
特
別
、
被
災

時
に
上
下
水
道
ど
ち
ら
か
一
方
で

も
欠
け
れ
ば
利
用
困
難
に
な
り
ま

す
。又

、
重
要
施
設
接
続
に
限
ら
ず

水
道
全
体
で
見
て
も
、
基
幹
管
路

（
導
水
管
、
送
水
管
、
配
水
本
管
）

の
耐
震
化
率
は
全
国
平
均
よ
り
低

い
。
（
表
１
）

こ
の
よ
う
な
耐
震
化
の
遅
れ
は
、

南
海
大
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
非

常
に
心
許
な
い
も
の
で
す
。
早
急

に
耐
震
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

国
・
県
の
財
政
支
援
が
必
要

香
川
県
議
会
は
２
０
２
４
年
10

月
、
国
に
対
し
て
、
上
水
道
施
設

の
更
新
・
耐
震
化
へ
の
財
政
支
援

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
出
し
ま

し
た
。

そ
の
中
で
、
「
公
営
企
業
は
独

立
採
算
が
原
則
で
あ
る
が
、
料
金

収
入
や
既
存
の
補
助
金
等
の
枠
組

み
だ
け
で
は
，
耐
震
化
を
含
め
、

増
加
す
る
事
業
量
に
対
応
で
き
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る｣

と
言
っ

て
い
ま
す
。

香
川
県
知
事
は
、
国
交
省
の
点

検
結
果
を
受
け
て
、｢

耐
震
化
を

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
中
で
、

国
に
公
費
の
拡
大
を
強
く
お
願
い

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、

県
も
支
援
の
拡
充
は
考
え
て
い
か

ね
ば
い
け
な
い｣

と
記
者
会
見
で

述
べ
ま
し
た
。

国
・
県
の
支
援
が
今
の
ま
ま
で

は
、
２
０
２
８
年
に
予
定
さ
れ
て

い
る
香
川
県
企
業
団
水
道
料
金
統

一
の
際
に
耐
震
化
の
費
用
増
を
含

め
た
大
幅
値
上
げ
と
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

先
ず
、
国
・
県
の
財
政
支
援
と

統
一
料
金
の
動
向
に
目
を
光
ら
せ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

香
川
の
上
水
道
耐
震
化

ワ
ー
ス
ト
１
位
＝
０
％

い
の
ち
の
水
を
守
る
会

香
川

世
話
人

堀
井

ゆ
ず
る
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日
本
国
民
救
援

会
香
川
県
本
部
は

８
日
、
高
松
市
男

女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
で
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
先
立
っ

て
、
鈴
木
猛
中
央

本

部
副
会

長

が

「
袴
田
事
件
と
再

審
法
改
正
に
つ
い

て
」
講
演
し
ま
し

た
。
袴
田
事
件
は
、

捜
査
機
関
に
よ
る

「
自
白
の
強
要
」

と
「
証
拠
捏
造
」

が
認
定
さ
れ
無
罪

判
決
が
確
定
し
ま

し
た
が
、
事
件
発

生
か
ら
58
年
も
か

か
っ
た
の
は
、
検
察
が
「
無
罪

証
拠
の
隠
匿
」
と
「
再
審
開
始

決
定
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
」

を
行
っ
た
こ
と
。
こ
の
よ
う
な

理
不
尽
が
ま
か
り
通
っ
た
の
も
、

再
審
法
が
百
年
前
の
規
定
を
引

き
継
い
で
い
る
た
め
、
再
審
請

求
人
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い

な
い
た
め
で
す
。

司
法
を
め
ぐ
る
世
論
も
変
化

が
生
じ
て
お
り
、
背
景
に
は

「
袴
田
事
件
」
や
「
虎
に
翼
」

の
放
送
が
あ
り
ま
す
。
現
在
裁

判
が
行
わ
れ
て
い
る
性
的
暴
行

事
件
の
被
告
で
あ
る
大
阪
地
検

ト
ッ
プ
の
元
検
事
正
は
、
現
役

時
の
森
友
事
件
で
は
財
務
省
幹

部
を
不
起
訴
に
す
る
な
ど
、
部

下
の
不
祥
事
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

国
民
の
検
察
へ
の
信
頼
は
揺
ら

ぎ
、
先
の
最
高
裁
国
民
審
査
で

も
２
０
年
ぶ
り
に
不
信
任
が
１

０
％
を
超
え
ま
し
た
。

鈴
木
氏
は
「
法
を
改
正
す
る

の
は
国
会
議
員
で
あ
り
、
そ
の

原
動
力
は
国
民
世
論
で
す
。
世

論
が
高
ま
っ
て
い
る
今
が
法
改

正
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
、
地

方
で
の
取
り
組
み
が
大
切
で
あ

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
日
本
共
産
党

香
川
県
委
員
長
と
治
安
維
持
法

犠
牲
者

【
４
面
に
つ
づ
く
】

第47回定期総会を開催
日本国民救援会香川県本部

｢

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞｣

の
重
み

12
月
10
日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

オ
ス
ロ
で
の
「
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
（
被
団
協
）
」

の
田
中
熙
巳
さ
ん
の
演
説
に
、

世
界
中
の
多
く
の
人
た
ち
が
耳

を
傾
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
１

９
８
０
年
代
以
降
何
度
か
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
候
補
と
言
わ
れ
た

事
は
あ
っ
た
も
の
の
、
今
回
の

受
賞
は
、
周
囲
は
も
ち
ろ
ん
、

被
団
協
自
身
も
予
想
し
て
は
お

ら
ず
、
あ
る
意
味
「
サ
プ
ラ
イ

ズ
」
と
言
っ
て
も
い
い
も
の
で

し
た
。
香
川
に
も
そ
の
県
組
織

と
し
て
「
香
川
県
原
爆
被
害
者

の
会
」
が
あ
り
ま
す
が
、
古
く

か
ら
の
関
係
者
の
中
に
は
受
賞

の
報
に
思
わ
ず
涙
し
た
方
も
い

た
と
聞
き
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
に
よ
っ

て
、
被
団
協
の
名
は
世
界
中
に

広
ま
り
、
特
に
国
内
で
は
「
知

ら
な
い
人
の
い
な
い
団
体
」
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
ビ
ラ
ま
き

や
署
名
活
動
で
も
無
視
し
て
通

り
過
ぎ
る
人
は
以
前
に
比
べ
て

少
な
く
、
対
話
の
中
で
「
被
爆

国
の
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
し
て
い
な
い
ん
で
す
か
！
？
」

と
驚
く
若
者
も
い
た
そ
う
で
す
。

市
役
所
で
、
被
爆
者
の
会
へ
の

助
成
金
担
当
の
方
か
ら
「
よ
か
っ

た
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ

た
、
と
話
す
会
員
も
い
て
、
ま

さ
に
一
挙
に
「
市
民
権
」
を
得

た
感
が
あ
り
ま
す
。

史
上
最
年
少
だ
と
言
う
ノ
ー

ベ
ル
賞
委
員
会
委
員
長
の
フ
リ
ー

ド
ネ
ス
さ
ん
（
39
歳
）
は
、

「
広
島
や
長
崎
を
訪
れ
た
こ
と

は
な
い
も
の
の
、
若
い
頃
に
被

爆
者
の
こ
と
を
学
校
で
学
ん
だ
」

と
話
し
、
受
賞
理
由
に
つ
い
て

「
被
爆
者
は
自
分
た
ち
の
物
語

を
何
度
も
語
り
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
『
核
の
タ
ブ
ー
』
を
確

立
し
、
維
持
し
て
き
た
。
被
爆

の
記
憶
を
見
事
に
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
る
」
と
賞
賛
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
被
爆
者
が
語

り
続
け
て
き
た
事
こ
そ
が
、
１

９
４
５
年
以
降
一
度
も
核
兵
器

を
使
わ
せ
な
か
っ
た
大
き
な
要

因
だ
と
強
調
し
た
の
で
す
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
は

被
団
協
と
そ
の
取
り
組
み
が
社

会
に
広
く
紹
介
さ
れ
、
共
感
と

好
意
が
寄
せ
ら
れ
た
と
言
う
点

で
、
核
兵
器
廃
絶
の
運
動
に
と
っ

て
も
大
き
な
追
い
風
と
な
っ
て

い
ま
す
。
核
兵
器
の
使
用
が
危

ぶ
ま
れ
る
最
近
の
情
勢
の
下
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
に
は
、
被

団
協
の
運
動
を
後
押
し
す
る
と

言
う
意
図
も
あ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

｢

日
本
被
団
協｣

が

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

香
川
の
一
会
員
と
し
て
今
思
う
こ
と
①

藤
井

明


